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教員業績一覧（生活科学科）
１．著書
２．学術論文
著者名 著書タイトル 出版社 ページ 刊行年月
赤澤真理
ブックレット書物をひらく19
御簾の下からこぼれ出る装束―王
朝物語絵と女性の空間―　
平凡社 全120頁 2019年3月
赤澤真理・河田
昌之・青木賜鶴
子、他5名
住吉如慶筆伊勢物語絵巻 思文閣出版 全
25頁
（担当分）
2019年3月
赤澤真理・John T. 
Carpenter, Melissa 
McCormick,他3名
Shinden Architecture and The Tale 
of Genji（The Tale of Genji: A 
Japanese Classic illuminated）
The Metropolitan Museum of Art, 
distributed by Yale University 
Press
pp.327-331 2019年3月
著者名 論文タイトル 掲載誌名 ページ 発表年月
赤澤真理
The Borders of Shindenzukuri
"Inside" and "Outside" as Staged by 
Uchi'ide
Studies in Japanese Literature 
and Culture
Center for Collaborative Research 
on Pre-Modern Texts, National 
Institute of Japanese Literature 
(NIJL), National Institutes for the 
Humanities,No1
pp.39-55 2018年7月
松村光太郎・
林基哉・小杉健
二・佐藤研吾
換気口開放時の着雪と室内の消費
電力量に関する実験的研究 
東北の雪と生活　第33号
（2018） pp.70-73 2018年11月
C.M.Asano,
A.Asano,
K.Okajima,and
K.Matsumura
Regional Characteristics on 
Preferences of Ceremonial Red Color 
in Japan
- Comparison between the West and 
the East -
The 4th Asia Color Association 
Conference 2018, Proceeding 
book
pp.375-381 2018年12月
相馬優樹・片嶋
充弘・倉内静
香・沢田かほ
り・德田糸代・
駒目瞳・村下公
一・中路重之
行動変容を目的とした職域におけ
るメタボリックシンドローム対
策プログラム（査読付き・資料相
当）
日本栄養・食糧学会誌
72巻1号 pp.19-26 2019年2月
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３．学会発表
発表者名 発表タイトル 学会名・大会名 発表年月日
森田直美・伊永
陽子・赤澤真理
皇后宮寛子春秋歌合の空間演出　
―建築・装束・調度品の復原― 和歌文学会
12月例会　立教大学 2018年12月15日
赤澤真理・伊永
陽子・森田直美
寝殿造における遊興空間と装束に
よる演出
―藤原頼通から院政期まで―
第19回平泉文化フォーラム 2019年2月2日
松村光太郎・有
原寿典
簡易断熱材料による断熱性向上に
関する研究 
2018年度第81回日本建築学会東北支部研究報告
会
2018年6月16日
脇坂翔吾・松村
光太郎・有原寿
典
流木を利用した「かんたはうす」 
2018年度第4回日本建築学会東北支部建築デザ
イン発表会
2018年6月16日
松村光太郎
aikoの歌詞から想像される衣装デ
ザインについて
～その3「水玉シャツ」の紋様～
第20回日本感性工学会大会　創造的多様性 2018年9月6日
松村光太郎・
阿部真理
中山間地における廃校を利用した
野外活動教育の提案
2018年度日本建築学会大会学術講演会 2018年9月6日
松村光太郎・林
基哉・佐藤研
吾・小杉健二
着雪による節電効果の実験的研究 雪氷研究大会（2018・札幌） 2018年9月10日
松村光太郎
2018年冬期における岩手山の冠雪
状況 雪氷研究大会（
2018・札幌） 2018年9月10日
松村光太郎・
早坂知美
低反発枕使用時の印象度に関する
一考察 日本インテリア学会第
30回大会（関東・東京） 2018年10月21日
Kotaro
Matsumura
Study on fashion design imagined by 
the lyrics of aiko
Spring Symposium in Japan Society of KANSEI 
Engineering vol.14 2019年3月8日
相馬優樹・小笠
原悠・中路重之
共分散構造分析を用いた認知機能
関連因子の因果関係の検討 第
8回日本認知症予防学会学術集会 2018年9月23日
相馬優樹
生物多様性指標を用いた都道府県
における飲食店の多様性評価の試
み
第20回日本健康支援学会年次学術大会 2019年3月3日
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４．調査報告
５．雑誌掲載
担当者名 調査タイトル 報告タイトル  共同研究先・ 委託研究先 報告年月
赤澤真理・伊永
陽子・森田直
美・中村健太
郎・田村隆・土
井章男
一般研究助成
王朝における歌合空間の復原
―色彩・装束・水辺が織り成
す世界観の解明―
公益財団法人大
林財団
2019年3月
赤澤真理・伊永
陽子・森田直
美・中村健太
郎・田村隆・土
井章男
平泉文化年報
寝殿造における遊興空間と装
束による演出―藤原頼通から
院政期まで―
岩手県教育委員
会
2019年3月
赤澤真理・稲垣
智也・海野聡・
小岩正樹・加藤
悠希・坂井禎
介・鈴木智大・
米澤貴紀
学術推進委員会若手奨励特別研究
委員会
建築におけるオリジナルの価
値
一般社団法人日
本建築学会
2019年3月
松村光太郎 着雪による換気口の閉塞に関する実験的研究Ⅲ
着雪による換気口の閉塞に関
する実験的研究Ⅲ
国立研究開発法
人防災科学技術
研究所 雪氷防
災研究センター
新庄雪氷環境実
験所
2019年3月
著者名 記事タイトル 掲載誌名 ページ 掲載年月
赤澤真理 中世宮廷女房日記にみる女性の生活空間 月刊考古学ジャーナル、
716号 pp.32-33 2018年8月
松村光太郎 氷をつろう
雪氷楽会in札幌　おもしろ科
学体験！　シロクマもビック
リ！雪と氷のふしぎ
p.9 2018年8月
松村光太郎
納口恭明
液状化を知る「エッキー」をつく
ろう
雪氷楽会in札幌　おもしろ科
学体験！　シロクマもビック
リ！雪と氷のふしぎ
p.10 2018年8月
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２．学術論文
３．学会発表
著者名 論文タイトル 掲載誌名 ページ 発表年月
Eiko HARA
How Survivor Have Overcome 
Trauma from the Great East Japan 
Earthquake:
Shamanic Rites to Bid Farewell to 
Loved Ones and Creating Public 
Works
Symbols of Rugby World Cup in 
2019
CROSSING BOUNDARIES 
IN CULTURE AND 
COMMUNICATION 
Topics in Cultural Studies 
edited by Elena MUSEANU
115-123 2018年
発表者名 発表タイトル 学会名・大会名 発表年月日
石橋敬太郎
ロバート・グリーンの『トルコ皇
帝セリム』におけるトルコ表象―
―東地中海をめぐる新たな国際秩
序を前にしてー―
第57回シェイクスピア学会（於　津田塾大学） 2018年10月13日
石橋敬太郎
トマス・キッドの『ソリマンと
パーシダ』におけるロードス島―
―反トルコ感情の舞台化――
第34回エリザベス朝研究会（於　慶応義塾大
学）
2019年1月26日
五十嵐啓太
語用論の観点から見た絵本におけ
る画面間の連続性が生まれる仕組
み
日本英文学会東北支部第73回大会シンポジウム 2018年12月1日
五十嵐啓太 絵本の言葉の特徴―私的表現・公的表現の役割―
電子情報通信学会ヒューマンコミュニケーショ
ン基礎研究会
2018年11月2日
Eiko　Hara
Why and How do Women Begin to 
Play Rugby in Japan?
the7th international congerence, CROSSING 
BOUNDARIES IN CULTURE AND 
COMMUNICATION
 organaized by the Department of Foreign Language 
of the Romanian-American University in Bucharest
2018年5月10日
松本博明 山田町動物慰霊碑の特徴 「山田町の石碑」報告と語る会Ⅱ 2019年3月2日
MISUDA 
Yosinobu,SATŌ 
Kyōko
The Folk Craft (Mingei) Movement 
and Japanese Rural Society during 
the Syōwa Depression Period
The 6th International Conference of Asian Rural 
Sociology Association (at Swiss-Belhotel Makassar, 
Makassar, Indonesia)
2018年8月28日
三須田善暢 煙山調査に対する有賀喜左衛門の反応：有賀の読書メモから
2018年度日本村落研究学会東北地区研究会 2018年10月6日
三須田善暢
有賀喜左衛門は煙山村調査をどう
読んだか：有賀の読書ノートを中
心に
第66回日本村落研究学会大会 2018年10月27日
１．著書
著者名 著書タイトル 出版社 ページ 刊行年月
松本博明 いわて四季巡禮。 リヴァープレス社 総頁256頁 2018年11月
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４．調査報告
５．雑誌掲載
担当者名 調査タイトル 報告タイトル  共同研究先・ 委託研究先 報告年月
松本博明 「史跡や文化財の国際化対応」
「史跡や文化財の国際化対
応」(『地域共同研究　研究成
果報告集8』）
盛岡市教育委員
会
2018年8月
著者名 記事タイトル 掲載誌名 ページ 掲載年月
五十嵐啓太 長岡方言の終助詞「こて」に関わる推論の性質 ことばとくらし 
30号 52-62 2018年10月
五十嵐啓太 絵本の言葉の特徴―私的表現・公的表現の役割―
電子情報通信学会技術研究報
告 118 7-12 2018年11月
五十嵐啓太 複合語内に現れる代名詞とその制約 日本英文学会東北支部第
72回
大会Proceedings 151-152 2018年9月
高野淳一
（共著） 日本中国学会
2017年学会展望 『日本中国学会報』第70集 38～49頁（執筆担当42頁） 2018年10月
原英子
ホーファー宇治、ファビエン報告
「19世紀後半ドイツ帝国の台湾認
識――雑誌記事から見た台湾地理
空間」へのコメント
台湾史研究会編
『現代台湾研究』 印刷中
原英子
報告：北海道大学アイヌ・先住民
研究センター主催　国際シンポジ
ウム2018
「民族のあり方と先住民族政策―
―台湾平埔族の原住民族認定をめ
ぐって――」
日本順益台湾原住民研究会編
『台湾原住民研究』21 印刷中
松本博明 万葉の風景 『日本近代文学会東北支部支部会報』第50号 PP .1-2 2018年11月
松本博明 生命、その復活と蘇りの力 『家の教室。』VOL.5 PP .10-15 2019年1月
